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1. は じ め に

近年,非対称圧延加工が注目され,各所で研究が進め

られている.特に,非対称圧延における各種の影響因子

の果す役割を把握し,その特性を明らかにするために,

プラステイシンや鉛を用いた実験的な研究が多く行わ

れ,圧延荷重･圧延トルクや圧延後の製品の特性につい

て検討するなど,さまざまな研究が行われている.しか

しながら,各研究ごとに対象が異なっており,非対称圧

延を総合的な立場から理解する試みが必ずしも十分なさ

れていないのが現状である.本報では極限解析の手法を

用いこれを拡張して,非対称圧延の系統的な解析を試み,

非対称圧延において,被圧延材の変形に影響を与える因

千 (上下ロール径およびその接触角度,圧延方向･厚さ

方向への塑性変形域のひろがり,上下ロールの影響範囲,

被圧延材の進入方向,被圧延材の進入速度)を可変パラ

メータとする解析モデルを提案し,その速度場の妥当性

について検討した結果を報告する.

2.解析モデルの特徴

非対称圧延の解析モデルの概念図を図1に示す.被圧

延材の人側での傾斜角を)とし,塑性変形域と剛性域と

の境界爪1(瓦百)およびTE2(B2C)を直線と仮定する.

速度場を求める際に,被圧延材の入口速度 ui,上ロール

の接触角度al,上下ロールの影響領域を決めるパラメー

タfおよび塑性変形域の長さlなどを可変パラメータ

として導入する.この解析モデルは,以下の特徴を有し

ている｡(1)速度場の構成に際して,上下ロールの影響

領域を分けて考える.(2)圧延方向の速度については,

板厚方向に線形分布を仮定する.(3)境界条件を完全に

満足する,いわゆる動的可容速度場である.(4)非対称

圧延を総合的に扱うことができる汎用性の高い速度場で

ある.
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図1 非対称圧延の解析モデル

3.勤的可容速度場

図1に示すように,ZONE(Ⅰ),(ⅠⅠ)を塑性変形領域と

し,その他の領域を剛体とする.上述の仮定より塑性変

形域内のx方向の速度成分 u.t,.の一般形を次式のよう

に表す.

ur,･-u-･mll･fJ･(I)(y言 (ylJ･･goJ･))]j=1･2(1)
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